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大阪大学看護学雑誌Vo1.4No.1(1998)

妊婦の自動車運転に関する研究(第 二報)
一安 全 運 転 対 策 に つ い て 一

中 嶋 有 加 里*・ 福 録 恵 子**・ 羽 座 典 子***・ 細 野 剛 良****・ 山 地 建 二* 

INVESTIGATION ON CAR DRIVING DURING PREGNANCY 

—MEASURES FOR SAFETY DRIVING — 


Yukari Nakajima, Keiko Fukuroku, Noriko Haza, Takayoshi Hosono, Kenji Yamaji 

Abstract 

In order to prevent driving pregnant women's motor accidents, we obtained information by means of 

questionnaires by mail. Valid 162 answers are summarized as follows; 
(1) The 83.3% of respondent drivers fastened the seat belts when nonpregnant. The percentage of drivers 

fitting seat belts decreased to 61.5% and 34.5%, in the first and second half of pregnancy, respectively. 

(2) The largest reason of pregnant drivers' fitting no seat belt was "difficulty in fasteting seat belts because 
of enlarged abdomen" and the second reason was "fear of bad influences of seat belts on fetus". 

(3) Only the 11.7% of respondents knew the adequate way of fitting seat belts during pregnancy. 

(4) The 48.1% of respondents did not understand importance of fitting seat belts during pregnancy. 

(5) Although the 44.4% of women refrained from driving during pregnancy, the rest 55.6% drove more 
frequently during pregnancy than when nonpregnant. 

(6) The 61.1% of women drove more slowly during pregnancy than before pregnancy. Among them 39.4% 
of drivers had experiences of urge by following cars. 
Therefore we propose following two measures; 

(1) Introduction of personal guidance for pregnant women about importance of seat belts including the way 

of adequate fitting. 

(2) Design of new stickers which inform pregnancy in order to make it possible for pregnant women to drive 
more slowly without other drivers' urge. 

Keywords : pregnancy, driving, seat belt, driving speed
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要 旨

妊婦の自動車安全運転のための基礎的情報の収集を行い、次の結果を得た。 

①	 シー トベル ト着用率は非妊時:83.3%、 妊娠前半期:61.5%、 妊娠後半期:345%で あった。 

②	 妊婦のシー トベル ト非着用の最大の理由は 「腹部の増大による着用の困難さ」であ り、第2の 理由は 「胎

児への悪影響があると思った」であった。 

③	 妊娠中の正 しいシー トベルト着用法を知っていた者は11.7%で あった。 

④	 妊娠中のシー トベル ト着用の重要性を認識していない者が48.1%認 められた。 

⑤	 妊娠中の自動車運転をなるべ くひかえた者が44.4%、 非妊時 と全 く変わらないあるいは増加 した者が

55.6%で あった。 

⑥	 妊娠中に自動車運転速度をお としていた者が61.1%、 このうち39.4%の 者が後続車からあおられた経験

を有 していた。

これらの基礎的情報 をもとにして、妊婦の自動車安全運転対策を具体的に進めてい きたい。

キー ワ ー ド 妊娠 、 自動 車 運 転 、 シー トベ ル ト、 自動 車 運 転 速 度

1緒 言

近年の急速なモータリゼーションの拡大にともなって、

逐年的に女性 ドライバー数が増加 し、妊娠申の自動車運

転者数も増加が著しい1)'4)。1996年、われわれは小豆島

において妊婦 の自動車運転 に関する実態調査 を行い、次

の結果を得た5>。 

①	 調査対象 とした妊産婦138名 中、自動車運転免許保

有者は129名(93.5%)、 実際に自動車運転を行ってい

た者は117名(84。5%)で あった。

②117名	 中94名(80.3%)と 大多数の者が妊娠36週

以降まで運転を継続 していた。また77名(65.8%)の

者がつわ りの期間中も運転を中断していなかった。 

③	 シー トベル ト着用者は32名(27.4%)と 少数であっ

た。

妊婦の自動車運転者数は今後益々増加することが予測

され、妊婦お よび胎児の安全対策を講ずべ き時期にさし

かかっているといえるが、わが国においては妊婦の自動

車安全運転対策に関す る研究は全 くなされていない。

米国における調査研究によれば、自動車事故による胎

児死亡の第一の原因は妊婦自身の死亡であ り、シー トベ

ル ト着用によって胎児死亡率が減少することが明らかに

されている6)・7)。

この知見に照 らし合わせる と、われわれが行った妊婦

の自動車運転 に関する実態調査によって判明 した 「シー

トベル ト着用者が少ない」という結果は等閑にできない

と思われる。

そこで、今回妊婦の自動車運転に関してシー トベル ト

の着用 を含む自動車安全運転対策に焦点をあて、次の点

を明らかにする目的で本調査 を行った。

1.シ	 ー トベル ト着用率の低さは妊婦に特異的な状況か

否か。

2.妊 婦に特異的な状況であれば何故か。

3.他	 の自動車安全運転対策、特に運転速度についてはど

うか。

II研 究方法

1.調 査方法 ・対象

1)調 査対象

①1996年8月 から1997年7月 の期間に町立内海病院に

おいて出産 した女性195名 に対 し郵送による質問紙調

査を行い回答を得た131名 の うち、小豆島在住であり

妊娠中 も自動車運転 を継続 していた者(以 下 ドライ

バーとする)99名(回 収率:67.1%)。 

②	 第1回 調査で回答を得た138名 のうち、小豆島在住

の ドライバー96名 に対 し、今回の調査で追加 した項 目

について再度回答 を依頼し、回答 を得た63名(回 収

率:65.6%)。

① と②を合わせた162名 を分析対象 とした。調査期間は

1997年8月20日 ～9月30日 。

尚、第1回 調査は1995年8月 から1996年7月 の期 間

に町立内海病院において出産した女性184名 に対し郵送

による質問紙調査を行い回答を得た138名 を分析対象 と
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した(第1報)。

2)調 査事項 

① シー トベル ト着用に関する実態と意識 

② 妊娠にともなう運転状況の変化

2.先	 行 文 献 検 索

1)外 国文 献

MEDLINE(1966年 ～1996年)で 、 キ ー ワ ー ド は

pregnancy,meternity,drive,driving,car,automobileで

検 索 した 。

2)日 本 語 文 献

主 と して 医 学 中 央雑 誌(1991年 ～1996年)で 、キー ワー


ドは 妊婦 、 自動 車 運 転 で 検 索 した 。


皿 結 果

1.調 査 対 象 に 関 す る 基礎 的 事 項

1)属 性

ドラ イバ ー162名 の 年 齢 は21～40歳 に分 布 し、 平 均

年 齢 ±SDは29.5±4.0歳 で あ っ た 。 出 産 時 の 妊 娠 週 数

は 妊 娠33～42週 に 分 布 し、 大 多 数(153名 、944%)

の 者 が 正 期 産 で あ っ た。 初 産 婦 は68名(42.0%)、 経 産

婦 は94名(58.0%)で あ っ た 。 就 業 状 況 は 有 職104名

(64.2%)、	 無 職58名(35.8%)で あ った 。

2)運 転 歴 ・事 故 歴


運 転 歴 は1～22年 に 分 布 し、 平 均 年 数 ±SDは9,3±


4.0年 で あ っ た。 事 故 歴 の有 る者 は32名(.;%)で あ っ

た 。

3)車 種

軽 自動 車 を運 転 して い る者 は107名(66D%)、 普 通車

を運 転 して い る 者 は75名(46.3%)で あ り、軽 自動 車 と

普 通 車 、 普 通 車 と他 の タイ プ の 車 な ど複 数 の車 種 を 運転

してい る者 も42名(25.9%)認 め られ た。

4)ト ラ ン ス ミ ッシ ョン の タ イ プ

オ ー トマ テ ィ ッ ク が121名(74。7%)、 マ ニ ュ ア ル が

68名(42.0%)、 こ の うち双 方 を使 用 して い る者 が27名

(16.7%)で あ った 。

2.シ ー トベ ル トの 着 用 につ い て

1)シ ー トベ ル ト着 用 率 の 変 化

普段(非 妊 時)と 妊 娠 中 の シー トベ ル ト着 用 率 の 変 化

を 表1に 示 す。 常 に着 用 し な か っ た 者 は 非 妊 時 の27名

(16.7%)か ら妊 娠 前 半 期 は63名(38.9%)と 増 加 し、

妊 娠 後 半 期 は106名(65.5%)と さ らに増 加 した。 一 方 、

大 阪大学 看護学 雑誌Vol4Nα1(1998)

必 ず 着 用 した者 は妊 娠 前 半 期 は69名(42.6%)と 非 妊 時

の64名(39.5%)と 変 わ らなか っ たが 、 妊娠 後半 期 に な

る と26名(16.0%)と 明 らか に減 少 し た。

表1シ ー トベル ト着用率の変化

非妊 時 妊 娠前 半 期

人数n=162人 数n=162

必ず着用

短時間は着用 しない

常に着用 しない 

6439.5%6942.6% 

7143.8%3015.5% 

2716.7%6338.9% 糊
2)妊 娠中にシー トベル トを着用 しなかった理由

妊娠中にシー トベル トを着用 しなかった理由を表2に

示す。「おなかが大きくて着用が困難であった」と回答 し

た者が90名(66.2%)と 最 も多 く、「胎児への悪影響が

あると思った」と回答した者が50名(.:%)と 次いで

多かった。

表2シ ー トベル トを着用 しなかった理由

(n;136,複 数 回 答)

腹部が増大 して着用が困難であった 90名66.2%

胎児への悪影響があると思 った 50名36.8%

日頃から着用する習慣がなかった 33名24.3%

近距離運転 しか しないので必要ないと思った 19名14.0%

その他

圧迫感があり気分が悪 くなる 9名6.6%

妊婦は着用しなくて良いときいた 3名2.2%

3)シ ー トベ ル ト装 着 法 に つ い て

妊 娠 中 の 正 しい シー トベ ル トの 装 着 法 につ い て 提 示 し、

知 っ てい たか 否 か 問 うた と こ ろ、「知 っ てい る」 と回 答 し

た 者 は19名(11.7%)で あ っ た。

4)シ ー トベ ル ト着用 に 関 す る 意識

「妊娠 中 の シ ー トベ ル トは重 要 と思 い ます か」とい う質

問 に対 し、 「重 要 と思 う」 と回答 した 者 は162名 中77名

(47.5%)、 「重 要 と思 わ ない 」と回答 した者 は78名(,・

%)で あ っ た。

3、妊娠による運転状況の変化

1)運 転時間の変化

普段(非 妊時)と 妊娠中の1回 の運転時間と1週 聞の

運転回数ならびに1週 間の延べ時間の変化を表3に 示す。

1回 の運転時間は全ての者が60分 以内であ り、このうち

20分 以内の者が最も多 くを占め、非妊時の92名(56,8%)

から妊娠中は101名(62.3%)と わずかに増加 していた。

妊娠中の運転時間が普段に比べて全 く変わらなかった

一37一



大阪大学看護学雑誌Vo1.4No.1(1998)

者 が84名(51.9%)、 妊 娠 前 よ りな る べ く控 えた 者 は72

名(II/%)で あ り、 妊 娠 前 よ り増 え た 者 も6名(3.7

%)み られ た 。

表3運 転時間の変化

非 妊 時 妊娠 中

人数n=162 人 数n=162 

10162.3%
9256.8%
 

5131.5°10 4326.5%
 

148.6% 116.8%
 

53.1% 74.3%
 

7工D43.2% 9357.4% 

5634.6% 3722.8%
 

2414.8% 2113.0%
 

42.4% 21.2%
 

S5.0°10 95.6%

一 一一 一.■ 一冖 一■　 冒■ 

19 11.7% 4225.9% 

未満 77 47.5% 6942.6% 

未満 43 26.5% 3119,1% 

未満 6 3.7% 53.1% 

y 5.6% 63.7% 

s 5.0% 95.6°10


2)運 転操作 に関わる変化 

妊娠中の運転操作 に関わる変化 について実際に感じた

か否か回答 を求めた結果、「腹部が大 きくなることで運転

が困難」「普段以上に神経をつかう」と回答した者がとも

に78名(48.1%)と 最 も多 く、次いで多か った回答は

「疲れやすい」73名(45.1%)、 「後方確認が困難」62名

(3&3%)で あった。

3)運 転速度の変化

普段に比べて運転速度をおとした者は99名(61.1%)、

普段 と変わらなかった者は63名(38.9%)で あった(図

1)。妊娠中に運転速度をお とした99名 中39名(39.4%)

が、「後続車にあおられた経験がある」と回答 していた。

図1運 転速度の変化 
(n=162)

].v考 察

多数の妊婦が日常生活行動の一部として自動車運転を

行 うようになった今 日、その安全対策は重要な課題とい

えよう。従って、助産婦として適切なア ドバイスが行え

るように準備してお くことが必要と考えられる。われわ

れは妊婦の自動車運転に関する研究の一環として、今回

その安全対策に焦点をあてて調査 を行った。

妊婦の自動車運転の安全対策については、次の二側面

からアプローチする必要がある。

(1)自 動車運転が妊娠に与える影響について

(2)妊 娠中の自動車運転の安全対策について

前者については、特に切迫早産 ・早産との関連性が注

目されているが2)・3)・8)-1°)、未だ明確な結論は得 られていな

い。今回のわれわれのpreliminaryな 調査によると、「運

転中におなかのはり(子 宮収縮)を 感 じましたか」 とい

う質問に対 して、ドライバー162名 中95名(:.%)の

者が 「感 じた」と回答 している。妊娠中の自動車運転が

子宮収縮を誘発するメカニズムとしては、次の二点が考

えられる。 ① 自動車運転による振動が直接的に子宮筋の

収縮を誘発する。② 自動車運転による精神的緊張がカテ

コールアミン分泌を増加 させ、増加 した血中カテコール

ア ミンによって子宮筋が収縮する。現在、子宮収縮誘発

のメカニズムに関 して研究を展開中である。

後者についての基礎的情報の収集が本研究のテーマで

ある。妊婦の自動車安全運転対策に関する欧米における

結論は 『シー トベル ト着用を励行すること』である11).12)。

小豆島における一般女性 ドライバーのシー トベル ト着用

率は81.4%(内 海町交通安全協会による)で あるが、今

回の対象女性162名 についてみると、普段(妊 娠 してい

ない時)の 状態において常 に着用していなかった者27名

(16.7%)を 除くと135名(83.3%)と な り、一般女性

ドライバーの着用率に一致する。普段か らシー トベル ト

着用習慣のない20%弱 の女性 については免許取得時 ・更

新時に交通安全教育をより一層徹底させることが望まれ

る。

問題は妊娠後、常に着用 しなかった者が新たに37名 増

加 して合計63名(389%)に 達したこと、特に妊娠後半

期 には106名(65.4%)と 過半数を占めたことである。

前報においては妊婦 の シー トベル ト着用率 の低 さ

(27.4%)を 一般女性 ドライバーの着用率(.,%)と

比較 して報告 したが5)、今回の調査結果は、前報の成績が

偶然に普段から着用率が低い集団が妊娠 して得 られた結

果ではないことを強 く示唆するものである。今回の調査
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では、普段は一般女性 ドライバーの着用率 と一致する集

団が妊娠することによって着用率が低下 し、特に妊娠後

半期には低下が著 しい実態 を明らかにすることができた。

妊娠中にシー トベル トを着用 しなかった理由として、

672%の 者が 「おなかが大 きくて着用が困難であった」と

いう選択肢を選んでいる。妊娠が進むにつれて着用率が

低下する実態をよく説明 し得る理由である。次いで多

かった選択肢は「胎児への悪影響があると思った」であっ

た。胎児 に対する影響が殆 どないとされる妊婦の正 しい

シー トベ ル ト着用法 を知っていた者 は162名 中19名

(11.7%)に 過ぎず、今後、妊婦の日常生活行動の指導

の中に加 える必要がある。中には、「妊娠申は違反になら

ないのでシー トベル トを着用 しなかった」 とシー トベル

ト着用の意義そのものに無頓着な者 も散見 された。ちな

みに 「妊娠中のシー トベル トは重要 と思いますか」 とい

う質問に対 して、「重要 と思わない」 と回答 した者が78

名(41.8%)と 約半数を数え、胎児の生命の安全性 を含

めた基本的な交通安全教育の必要性を認識した。

妊娠中の運転状況について前報では、小豆島に居住す

る20～30歳 代の女性にとって自動車運転は日常生活行

動の一部 となってお り、妊娠中も出産間近まで継続 して

自動車運転 をしている者が大多数であるという実態を報

告 した。今回、非妊時か ら妊娠中の運転時間の変化をさ

らに詳細に調査 した結果、運転時間が普段 と変わらな

かった者が5L9%と 約半数みられ、妊娠中の自動車運転

の浸透ぶ りをより明確にすることができた。

このように妊娠中 も殆 ど変わらず自動車運転を続けて

いる中で、約半数の者が 「腹部が大きくなることで運転

が困難」「普段以上に神経をつかう」「疲れやすい」 と回

答 してお り、「後方確認が困難」 と回答した者 も38.3%

認められた。運転操作に関する困難を実感している者が

いる一方で、これらの困難を感 じていない妊婦 も半数以

上存在することも事実である。今後、これらの要因につ

いて検討 し、妊婦を対象 とした交通安全対策の中に、腹

部の増大をはじめとする妊娠中の身体的変化を考慮に入

れた運転操作の工夫 ・ア ドバ イスを加 えていきたい。

前述 の とお り、妊娠 中の 自動車運転には様 々なハ ン

ディをともなっているが、その結果として運転速度をお

として対処 している者が99名(61.1%)認 められた。 ま

た、運転速度をおとした99名 中39名(39.4%)が 「あ

お られた経験がある」 と回答 していた。後続車からの苦

情によるス トレスや追突事故を予防し、妊婦が安心 して

安全に自動車を運転できるように、自動車の後部に貼 る

ステッカーの開発を考えている。
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V結 論

妊娠中の自動車運転の安全運転対策 として:

1.妊	 婦のシー トベル ト着用率をあげるためには、 次の

2点 の個別的指導の導入が望ましい。

(1)シ ー トベル ト着用の重要性を認識させる。

(2)シ ートベル トの正 しい装着法を指導する。

2.妊	 婦の自動車運転操作については、 総合的に考えて

運転速度をおとすことが望ましいが、後続車からの苦

情などを考え、ステッカーの開発を行いたい。
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